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作成日 令和 7 年 11 月 17 日 作成者 環境推進課 

会議名 令和 7 年度刈谷市環境審議会 

日 時 
令和 7 年 11 月 12 日（水） 

10時 00分～11時 30分 

出席者 

別添のとおり 

 ・委 員 10 名 

・事務局  9 名 

場 所 市役所 3 階 301 会議室 

資 料 別添のとおり 

議事内容 下記のとおり 

【開会】 

【あいさつ】（会長） 

 

◆委員・出欠の確認等 

◆以降、会長により進行 

 

【議題】 

（１）副会長の選任について 

委員から立候補や推薦がなかったため、事務局から案を提示し、異議なし→選任 

 

（２）令和７年版「刈谷市の環境」について 

   ・資料 1 に基づき事務局から説明 

 

◆意見・質疑 

会長 ： p.44 の「(2)公害苦情の発生源・種類別受理件数」に関連して、市内の工

場等を発生源とする悪臭や大気汚染の通報が寄せられることはあるか。 

また、通報があった場合、市はどのような対応をしているのか。 

⇒事務局 ： 製造事業所を発生源とする悪臭や大気汚染の通報はある。 

原因者が特定できている場合は、現場確認及び原因者への聞き取りを行

い、必要に応じて通報者へ報告している。 

会長 ： p.123 の「第 13 章 生物多様性」にも記載があったように、井ケ谷地区で

は年２回、ごみゼロ運動に合わせて「オオキンケイギク駆除活動」を実施

しており、取組の結果、道路にはオオキンケイギクが一切生えていない。 

参加人数や取組成果を見ても、市民への環境教育という観点では非常に良

い取組であるため、p.11 の環境指標「環境関連講座への参加者数」の実績

に追加できるよう、市の協働を今後検討いただきたい。 
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（３）第３次刈谷市環境基本計画について 

・資料 2 に基づき事務局から説明 

 

◆意見・質疑 

委員 ： p.2 の「評価指標③ 大気・水質・騒音等における環境基準の達成状況」に

記載のある「光化学オキシダント」について、詳しくご説明願いたい。 

⇒事務局 ： 資料１の p.49「ア 光化学オキシダントの測定結果」に記載のとおりで、

自動車からの排出ガスやばい煙に含まれる窒素酸化物などが、太陽の紫外

線を受けて化学反応を起こすことにより発生する酸化性物質の総称であ

る。 

委員 ： p.1「基本方針１ 脱炭素化を目指す」の「施策 1-1 事業者の脱炭素化」に

ついて、市が事業者へ行う支援内容についてご説明願いたい。 

特に、事業所の設備投資にかかる補助制度以外で市が行う支援はあるか。 

⇒事務局 ： 事業所の環境性能の向上、環境経営の促進という観点で言うと、事業用脱

炭素促進設備導入費補助制度の他に、省エネルギー診断の啓発や、環境経

営に係る支援制度を発信するための中小企業向けセミナーの実施を想定

している。 

委員 ： p.2 の「評価指標③ 大気・水質・騒音等における環境基準の達成状況」に

関連して、光化学オキシダントの環境基準達成について補足させていただ

くと、現状としては基準の達成は困難であると言える。 

資料１の p.49「（４）光化学オキシダント」にもあるとおり、環境基準は

1 時間値という単位で、年度内に一度でもこの値を超過すると「未達成」

になってしまう。また、気温や日差し等の気象条件によって広域的に汚染

が広まるといった性質もある。 

この環境基準や測定方法に関しては、環境省においても、今後検討が必要

とされている状況ではあるが、現状としては、引き続き県と市が連携を図

りつつ動向を注視していく。 

委員 ： 事業所の環境経営の促進に関連して、刈谷市では、環境に配慮した取組を

積極的に実施している事業所を「eco 事業所」として認定し、その取組を

広く市民等に対して PR する「eco 事業所認定制度」を実施していると把

握している。市民等に対する PR 方法は具体的にどのようなものを想定し

ているのか伺いたい。 

⇒事務局 ： HP における取組紹介の他、市と協働した環境教育やイベントを開催する

ことにより、広く市民等に PR していく。 

会長 ： p.2 の「評価指標① 二酸化炭素排出量の削減率」に関連して、CO2排出量

の削減だけでは無く、CO2 固定にも着目してはどうか。刈谷市内には森林

がほとんど無いため、植物による CO2固定はそれほど期待できない。一方
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で、河川やため池は市内に点在しているため、水や水中の植物による CO2

固定が期待できる。河川やため池が汚いと CO2固定は望めない為、それら

の適切な整備や維持管理も、地球温暖化対策の一つとして追加してはどう

か。 

⇒事務局 ： 明確な「数値目標」を持つものとしての追加は難しいが、進捗管理におい

て、適切な維持管理をした「実績」を記載する形で対応する。 

 

【あいさつ】（産業環境部長） 

【閉会】 

以上  

 


